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◼ 福島第一原子力発電所3号機における本格的な燃料デブリ取り出しに向けて、原子炉建屋1階の環
境を確認する目的で、8月19日からパーソナルエアロック室(P/A室)※1の調査を開始する予定です。

◼ 今回の調査では、P/A室内の空間線量当量率の測定や、点群データの取得等を行います。

◼ 2016年の調査でP/A室内は高線量であったことから、今回の調査では遠隔操作ロボットを活用します。

◼ 本格的な燃料デブリ取り出しでは、X-6ペネトレーション(以下、ペネ)やX-1Bペネ等から燃料デブリにア
クセスすることを検討しています。これら以外のペネについても、活用できるか検討するため、P/A室内に
あるX-2ペネの外観確認も行います。

◼ 調査で得られた結果は、本格的な燃料デブリ取り出しの工法や環境整備の検討に活用してまいります。

（2025年8月18日にお知らせ済み）

< 参 考 資 料 ＞
2 0 2 5 年 ９ 月 8 日
東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社
福 島第 一廃 炉推 進カン パ ニ ー

※1 作業点検時に人が原子炉格納容器内へ入るための通路として使用していた設備

福島第一原子力発電所 3号機パーソナルエアロック室の調査状況

◼ 本日までに、遠隔操作ロボットを活用したP/A室内の空間線
量当量率の測定、点群データおよび映像の取得が完了してい
ます。空間線量当量率は、2016年の調査と比較して、全体
的に低い傾向であることを確認しました。

◼ これに伴い、「γ(ガンマ)イメージャ」の調査は、遠隔操作ロボッ
トで装置を設置・撤去するよりも、人手で実施した方が被ばく
低減を図れると判断し、明日(9月9日)から5地点程度の測
定をする予定です。

◼ 調査が順調に進んだ場合、9月中旬に完了する予定です。

引き続き安全を最優先に、作業を行ってまいります。

γ(ガンマ)イメージャ

ホットスポット特定機能と
点群データ取得機能を組み合わせて
γ線源分布の解析し画像化する装置

https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2025/2h/rf_20250818_1.pdf
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空間線量当量率の測定結果
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P/A室

X-2ペネ

■3号機原子炉建屋1階俯瞰図

〇SPOT
カメラ/線量計/3
次元画像取得装置
を搭載し、P/A室
内を移動・調査

〇Packbot
線量計を搭載し
P/A室内を移動・
調査

空間線量当量率等の測定に使用した遠隔操作ロボット

■空間線量当量率の測定結果（単位：mSv/h）

測定ポイント ① ② ③ ④ ⑤

2016年測定
(測定高さ：
約100cm)

13 80 50 60 80

今回測定
(測定高さ：
約150cm)

7 36 34 29 32

※今回の測定地点は2016年測定時と全く同一では無いが、今回
の測定値は2016年測定の①～⑤に近い地点の値を記載



(参考①)補足資料④ 横アクセスの概要

３

◼ 横アクセスによる燃料デブリ取り出し作業では、原子炉建屋1階にあるX-6ペネ（貫通孔）などの原子炉
格納容器貫通箇所の活用を計画。

◼ そのため、横アクセス準備工事は、主に原子炉建屋内の線量低減を想定。

原子炉建屋1階俯瞰図

原子炉建屋断面図
※現時点での想定。「加工・回収技術等の検証」を踏まえ採否を判断。

カバー
支持構造物

燃料デブリの回収ルート

北

回収(吸引※)

加工(破砕・粉砕※)

X-6ペネ

エンクロージャ
ー

連続回収装置

X-1Bペネ TIP室

エンクロージャー

エンクロージャー

回収(吸引※)

燃料デブリの回収ルート

2025年7月29日プレスリリース(一部抜粋)



(参考②)２．3号機 燃料デブリ取り出しに係る設計検討の概要
２.２ 工法検討の方針（3/4）

【原子炉建屋内】

【想定される主な課題】

◼ 原子炉建屋1階の線量が全体的に高い
（これまでの実績では除染しても十分に線量が下

がらなかった）

⇒今後は線源を把握し、その撤去や遮へい等の線
量低減対策を繰り返し実施することを計画中

【想定される主な課題】

◼ HCU（制御棒駆動制御ユニット）が高線量
✓ 南北で137体あり、個別に処置が必要
✓ HCU系統がPCVに接続されており、高線量化
⇒HCUの汚染箇所を把握等を進め、遮へいや撤去などの施工計

画に反映する。

HCU全体外観
アキュームレータと窒素ボンベの組
が北・南側で合わせて137体ある

HCU外観

アキュームレータ
下部に線源があ
ると推定

窒素ボンベ

アキュームレータ

ＰＣＶと接続

※：2階についても必要に応じて線量低減を実施

環境整備の推進（続き）

単位：mSv/h

【原子炉建屋１階】 線量低減が必要なエリア

X-53

X-35

X-６

X-２

X-1B

線量低減が必要なエリア

HCU(南側)

HCU(北側)

2016年

2020年

2021年

2022年

2023年

線量率
計測
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